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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｍ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｍ   11/00     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月16日(2015.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　一例としてマルチコア光ファイバの結合係数の波長依存性に関して、クロストーク分布
の平均値ＸＴμと波長との関係を図４に示す。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　また、クロストークの確率分布形状自体も、同様に２Ｓλｄｅｖが約４．６ｄＢ以下で
あれば、２Ｓλｄｅｖが０ｄＢの場合、つまり波長λ０での確率分布形状と十分一致する
。図６では、２Ｓλｄｅｖの違いによる確率分布形状の違いを示す。２Ｓλｄｅｖの変化
に応じて、確率分布形状が変化することがわかる。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　さらに、２Ｓλｄｅｖが約４．６ｄＢより大きい場合でも、測定したクロストーク値を
母集団として、確率密度分布を求め、次の数式（２０）で表される確率密度関数でフィッ
ティングすることで、ＸＴμ，λ０、すなわち、基準波長λ０でのＸＴμ＝４σ２を求め
ることもできる。
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